第2章　気象
１月から２月は高指数循環が卓越したため、気温は平年より高く近畿北部では積雪が少なかったが、３月上旬一時冬型が強まり北部で20センチメートルから30センチメートルの積雪があった。その後次第に低指数場に変り5月頃まで高温と低温の変動が大きかった。今年の梅雨期間は長かったが陽性型で６月下旬には中部を中心に200ミリを超したが期間中の雨量は所により少雨傾向、８月は夏型の晴天で雷雨が頻発した。９月一時残暑型となったが秋雨前線の停滞、台風1 2号が近畿地方の北西部に、台風1 6号が中央部を直撃した。また１０月には大型で強い台風２０号が近畿地方の南部を通り、暴風雨による被害が続出した。その後高圧帯におおわれ秋晴れの好天となり1 1月中旬には寒波が到来し近畿北部で初雪を観測した。1 2月は暖かい晴天の日が多かった。台風は2 4個発生し第１号は１月２日で最早の記録、また1 2、1 6、20号は近畿地方に接近または直撃した。
１月
　寒気の南下が弱いため冬型気圧配置は長続きせず、近畿北部で10 センチメートル程度の積雪、中、南部は晴れの日が多かった。大阪における月平均気温7.2度は1月として観測開始以来第２位の高温、豊岡月降水量の少雨記録。
２月
　大陸高気圧は華中方面から西日本の南海上を通過することが多く、日本海側の積雪は少なく、まとまった雨は５日から６日と22日から24日にあり、近畿地方全域に50ミリから70ミリ多いところで150ミリ前後の降水があった。大阪における月平均気温は平年より2.7度高い8.5度を観測した。この値は第１位の記録である。
３月
　月初め冬型気圧配置が強まり近畿の北部や滋賀県南部で20センチメートルから30センチメートルの積雪があった。その後移動性高気圧と気圧の谷が短周期に通り気温は平年より高い日と低い日を繰返した。30日発達した低気圧が日本海を通り全域南風が強まり大阪では最大瞬間風速西南西の風毎秒25.7メートル、日最高気温24.1度(1位)を記録した。
４月
　月の中頃と下旬のはじめ高気圧におおわれ好天が続いたが、その他の日は気圧の谷が短周期に通り曇雨天の日が多かった。大阪における月降水量は平年より73パーセント多い175ミリ、月平均気温は平年より0.8度低い13.9度だった。
５月
　7日から8日と14日から15日に発達した低気圧が近畿地方を通ったため、まとまった雨が降り、26日には寒冷うずを伴った低気圧が日本海を通り近畿各地に雷雨と降雹があった。その他の日は移動性高気圧におおわれ好天となり高温、低温の変動が大きかった。
６月
　７日近畿地方の入梅、これは平年より２日、昨年より４日早い。その後前線は南海上に停滞したが降水量は少なく17日頃太平洋高気圧の強まりとともに前線は朝鮮半島南部まで北上した。近畿地方では晴天が続き高温少雨の様相が現われてきたが、27日近畿地方の南部まで南下30日まで停滞したため中部を中心に200ミリを超す大雨となり床上浸水、山がけ崩れの被害が発生した。
７月
　中旬頃まで梅雨前線や発達した低気圧の通過で曇雨天の日が多かった。 22日日本海沿岸まで前線が北上し近畿地方では梅雨明けとなった。その後月末まで太平洋高気圧の圏内で夏型の晴天が続いた。大阪の月平均気温は平年並、月降水量は77ミリで平年比の43パーセント､また日照時間は平年より少ない183.8時間であった。台風は6、7、8、9号と4個発生したが本土に接近しなかった。
８月
　太平洋高気圧におおわれ夏型の晴天となったが、上旬は日本海側の前線、中旬は台風10号や関東東方海上に停滞した熱低、下旬は台風11号の影響で雷雨が頻発した。大阪における月平均気温は平年より1.3度高く､日最高気温は9日から19日まで連続34度以上を記録、また14日から27日まで連日熱帯夜が続いた。
９月
　4日台風12号が近畿地方の北西部を通過し､北部を中心に風雨が強まり、その後移動性高気圧におおわれる日が多かったが、中旬には再び太平洋高気圧が強くなり残暑型の天気となった。下旬の中頃から前線が南岸に停滞し秋の長雨が続き、月末には台風16号が四国東部から近畿地方の中央部を直撃、全域暴風雨となった。大阪における月降水量は平年比の121パーセントで30日夜1時間雨量77.5ミリを観測、時間雨量として第1位を記録した。
10月
　月はじめから７日頃まで前線が南岸に停滞したため天気はぐずつき、その後高圧帯におおわれ秋晴れの好天が続いた。 19日には大型で強い台風20号が白浜付近に上陸し近畿南部を早い速度で通ったため近畿全域暴風雨となり甚大な被害が発生した。その後再び帯状高気圧におおわれ晴れの日が多く朝方の冷え込みが強くなってきた。 23日伊吹山で初霜、初氷を観測した。
11月
　好天日と悪天日が交互に繰返し、気温も寒暖の差が甚だしかった。降雨のあった日は9日から10日、17日から18日、22日から23日、28日から29日で特に9日から10日は台風22号の影響で南海上の前線が活溌化し、近畿南部で200ミリから300ミリ、北、中部で30ミリから50ミリの降水量があった。中旬のはじめ一時冬型気圧配置となり近畿北部で初雪を観測したが、その他の日は移動性高気圧におおわれ、朝方の冷え込みは強かった。
12月
　月はじめから中旬頃までは気圧の谷が通ったあと冬型気圧配置となるが一時的で中、南部では晴れの日が多かった。下旬は短周期に曇雨天と晴天日が現われ、本格的な寒波はなかった。大阪における月平均気温は平年より1.6度高い9.2度で上旬は平年より2.8度も高かった。
